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ごあいさつ
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TRAMBOULに⽣�6ヶ⽉で��するよう 
になった�⽝は専⾨的な��も受けてい 
ないのに、不��の�ども�や�がいの 
あるこども�の�をゆっくりと�いてく 
れます。セラピードッグとして⼗�その 
⼒を発揮してくれています。

��、「�⽇もお仕事に⾏きます」とい 
う�で����を�めます。

⾃�の�⽬を��に理�しています。

その�を⾒て�も⾃�の�⽬を��に 
し、��します。

�の�⽬は「�ども�を笑�にするこ 
と」です。

�の⼀⽇は�⽇「�どもたちの笑�」の 
ために�まります。

�年も⼀年間どうぞよろしくお願いいた 
します。

��の� �んでお�び申し上げます

おかげさまを持ちまして、ちゃれきんぐ 
株式��として13年⽬を�え、 
TRAMBOULはオープンから5年⽬を�え 
ることができました。

これも⼀重に�員の��のご理�とご協 
⼒があってのことと重ね重ね��申し上 
げます

ちゃれきんぐ株式��  代����
間�⼝  貴仁



ゲームは悪くない

�界のゲーム�⼝は30��になると�測さ
れ、⽇�だけでみても6000万�に�ってい
る。

�どもたちの周りには⽣まれた時点ですでに

ゲームというものがあり、当たり前のように

ゲームをやり�め、暇な時間があるとゲーム

をする。

1983年に��⽤ゲーム�「ファミリーコン
ピューター(ファミコン)」が発売されたとき
のことは鮮�に覚えている。当時9歳だった
�の�びと�えば、��で野�やサッカーを

するか、��の�に�ってクワガタやカブト

ムシを採るくらいのものだった。しかし、そ

の年の夏休み��として友�の中のヒーロー

になった�が⽣まれた。彼はいち早く「ファ

ミコン」を⼿に�れ、��のベンチでみんな

にその⾯⽩さを��している。そして、⼀

�、⼆�と��に来る者がいなくなり、みん

なヒーローの⾃宅でファミコンを�しんでい

た。�が�まらなくなった��で⼀�サッカ

ーボールを�り、�を⾛りまくった。(�
果、⾜の�いサッカー�⼿として⼤�までプ

レイすることができた)そういった�味で
「�くない」と�いたいのではない。

技�の��や�味が��することは�たちが

�たちらしくあるためには必�だ。すでに⽣

まれたモノを否�するのではなく、「知る」

ことの�が⼤切だと�えている。

ゲームが持つ可�性は「スポーツ」の�界へ

も発�している。あらゆる「ボーダー」を超

えて�いあうことができるようにもなってい

る。

��のほとんどがそうであると思うが、「使

い�」については�題が�る。そして、��

を⼿にした�上はその使い�について共�理

�を�るのは当�である。

使い�を共に�えましょう�

そうは�っていますが�はゲームを⼀切やり

ませんけど。
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�動指�の現場でよく⾒�きする�葉に 
「発�・発�に�じた」というものがあ 
る。これはとても⼤切な�点である。
そしてこの�点は�動だけに�ったこと 
ではない。
�の成�に�わせて知識を�得したり、 
事�を理�したりと「��」においても 
発�発�に�わせて�べるように⼯夫さ 
れている。�はこの�びの��には賛成 
である。なぜなら、��的に�をトレー 
ニングすることができるからである。そ 
れは、�しずつ論理的に物事が�えられ 
るように「��」という「��」が�っ 
ているとかんがえることができる。であ 
るとしたら、この��を使わない⼿はな 
いと思う。�論、その��を有�に活⽤ 
できない状況の場�は、「��」という 
����にトレーニングを受けることが 
できる「場」は�くある。それらの�� 
的なリソースをうまく活⽤し、貴重な成 
�の��に�わせた「論理的思�⼒」を 
成�させるのは⼤切だと思う。

論理的に考えられるよ
うになるために勉強し
ている

「⼤�になったら��するよ」と�われたことがある。

それを�った⼤�は��をしていたのだろうか�

まあ、こういう場�はたいてい�どもの�「�題」を�当 
にしていたのであろう。そして、⼤�になってまさに「� 
�」しているとうことにしておこう。

「どうせ��に�たらこんなの使わないだろ」

とやらない�い�を知らない「未来」にぶつけていた。

�念ながら、使うんだよなー。��にでたら。



どれだけ未来に
近づいても
この風景は残し
たい。
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